
た。一方で、焼成法で作製したガラス複合蓄光体は蓄光顔料に
添加されている賦活剤が酸化されたため、輝度を示しませんで
した（図３）。
　ガラス複合蓄光体表面の元素マッピングを行ったところ、
蓄光顔料の主成分である
アルミン酸ストロンチウ
ム由来の元素の他にけい
素（Si）が検出されました
（図４）。これはゾルゲル法
により蓄光顔料表面にシ
リカ質が形成されたこと
を示していると推察され
ます。
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技術センター事業から研究報告

京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気・電子担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：ouyou@mtc.pref.kyoto.lg.jp

　世界が均質化していく中で、自社独自の新たな価値を生み
出すためには、AIやIoT、ロボット化などテクノロジーだけでは
担えない『クリエイティブな能力』が重視される―
　そのためのアプローチの一つとして当センターでは、デザイ
ンを上手にマネジメントする＝経営者がデザインという行為の
真の価値を理解し、経営の中核で活かしていくことを目的にデ
ザインマネジメントの勉強会を開催しています。

形や色を整えるだけのデザインではなく
　デザインを経営の中で活かしていくことをここでは「デザ
インマネジメント」と呼んでいます。例えば個々の製品やサー
ビスを企画、開発する以前に、「自社の強みは何か」「自社をど
のような会社にしていくのか」というようなことを改めて議論
して定義し、それを社員に、そしてお客様に対して具現化し伝
えていく。そういう段階においても「デザイン」の考え方が活
用できますし、その流れの中で自社が社会に提供できる新た
な価値の検討、そしてそれを踏まえた個々の製品やサービス
の開発という場面でもデザインのマネジメントは有効に働き
ます。

グッドデザイン賞への応募を例題にした勉強会
　ではデザインを活用＝マネジメントしていくとして、具体的に
何をどうすればいいのか？ 当センターのデザインマネジメント
勉強会では「グッドデザイン賞に応募する」ことを例題にして、自
社のこれまでのデザインの取り組みをチェックし、より効果的な
デザインのマネジメントを考えていくという手法を取っていま
す。グッドデザイン賞に選ばれるということは、よいデザインが
できている、つまりデザインのマネジメントが上手くできている
という証なのだ、という考え方です。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：design@mtc.pref.kyoto.lg.jp

デザイン担当主任研究員　古郷 彰治

グッドデザイン賞が考える「よいデザイン」とは
　もちろんパッと見て魅力的で「素敵だ」「欲しい」と思わせるも
のであることが大前提ですが、そこへ至ったプロセスや必要な
要素として次のような点も重視されています。

昨年度のデザインマネジメント勉強会
　以上のような趣旨の元で、昨年度は次のような内容でデザ
インマネジメント勉強会を行いました。

［第１回］自社製品や自社のシーズを解析する
　自社の製品やシーズについて、グッドデザイン賞の
審査の視点に沿って解析しました。

［第２回］製品の概要やシーズを応募用紙に書き込む
　実際に自社製品の概要をグッドデザイン賞の応募
用紙に書き込み、「何が欠けているのか」「何が問題な
のか」を把握しました。

［第３回］ターゲット・コンセプトを策定する
　開発テーマをシミュレーションして商品コンセプト
を作成。また競合商品と自社商品のコンセプトを解剖
して、良いデザインの商品コンセプトを構想しました。

［第４回］応募用紙の完成とプレゼンテーション
　学んだ手法で強化した商品をもう一度グッドデザイ
ン賞の応募用紙に書き込み直し、その内容を個別にプ
レゼンテーション。講師からの助言と受講生同士での
批評をしました。

　また、当センターのデザイン担当研究員が随時個別指導を
行いました。

○企画、開発を始めたきっかけ、市場動向や社会背景
○開発を行う際に立てたデザインコンセプト
○ユーザーや社会に新たに提供しようとした価値やそれによって
得ようとした効果
○コンセプトを具体化するために創意工夫した点
○ユーザーや社会に伝えたいこと、デザイナーとして提案したかっ
た事など
○競合製品や類似サービスの状況と、それらとの違い

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

ガラス複合蓄光体の輝度特性に及ぼす
影響因子の検討

　蓄光顔料は光エネルギーを吸収蓄積して、光の遮断後も暗所
で一定時間発光を続けます。災害発生等で利用されている蓄光
式誘導標識は平成18年に消防法の改定によって消防用設備に
定義されるなど多方面に用途が広がりつつあります（図1）。
　しかしながら、蓄光顔料としてはレアアースであるユーロピ
ウム（Eu）、やジスプロシウム（Dy）で賦活したアルミン酸ストロ
ンチウムが多く用いられているため、コスト面での課題を有し
ています。
　そこで、本研究では蓄光性合成樹脂の高輝
度化・低コスト化を目的として、ガラス複合蓄
光体の輝度特性に及ぼす影響因子について
検討しました。

はじめに

【ガラス複合蓄光体の輝度特性】
　各蓄光顔料をバインダーとしたエポキシ樹脂に加えて、蓄光
性合成樹脂を作製しました。ゾルゲル法で作製したガラス複合
蓄光体は未処理の蓄光顔料と比較して、約20%の残光輝度の
向上が確認されました（図５）。
　次に、ガラス複合蓄光体の耐水性試験を行いました。ガラス
複合蓄光体は96時間水
に浸漬した後も浸漬直後
と比較して、残光輝度の
低下は見られませんでし
た（図６）。
　以上の結果から、ガラ
ス複合蓄光体が屋外や水
性塗料への配合などの用
途に活用できる可能性が
示唆されました。

結果及び考察

　ガラス複合蓄光体の作製には焼成法及びゾルゲル法で行い
ました（図2）。ガラス複合蓄光体の輝度測定にはJIS Z9107安
全標識－性能の分類、性能基準及び試験方法に従って実施しま
した。

実験方法

図1　避難誘導灯

図２　ガラス複合蓄光体の作製方法

企画連携課　渡部 宏典

図３　各作製法の残光輝度特性

図５　各蓄光性合成樹脂の残光輝度特性

図６　耐水試験
浸漬直後 24時間後 96時間後

図４　各蓄光顔料の表面分析

デザインを上手にマネジメントするための勉強会をしています
デザインという行為の本質を理解して、経営の中核で活かしていく

※グッドデザイン賞について
　1957年に通商産業省（現経済産業省）がデザインの重要性を啓蒙普及
するために創設した「グッドデザイン商品選定制度（通称Ｇマーク制度）」を
ルーツとする事業で、現在では公益財団法人日本デザイン振興会が主催
し、「よいデザイン」を選び顕彰することで、産業や生活文化を高める運動に
なっています。

○講師：馬場 　了 氏／クルー代表、日本デザイン振興会フェロー
安次富 隆 氏／ザートデザイン代表、グッドデザイン賞審査委員
加悦　  秀樹／当センター主任研究員（当時）

○共催：（公財）日本デザイン振興会
○主なカリキュラム

　デザインマネジメントについて詳しく知りたい、勉強してみた
いとお考えの際は、応用技術課デザイン担当へお気軽にご相談
ください。

2016年度グッドデザイン賞
《ヒートシンクのオーダーメイドシステム「 saisink Fシリーズ」》 ㈱最上インクス

【ガラス複合蓄光体の作製条件の検討】
　ガラス複合蓄光体をゾルゲル法で作製した場合、初期輝度
から指数関数的に減衰し、60分後の輝度は10mcd/cm²でし


